
地
域
社
会
少
林
寺
拳
法
指
導
者
研
修 

 

９
月
１７
日
（
土
）
か
ら
１８
日
（
日
）の
２
日
間
に

亘
り
地
域
社
会
少
林
寺
拳
法
指
導
者
研
修
が
、

宮
城
県
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
山
派

遣
講
師
２
名
に
よ
る
講
義
と
実
技
で
実
の
あ
る
研

修
と
な
り
ま
し
た
。
塩
竈
道
院
か
ら
鎌
田
道
院

長
・
佐
藤
副
道
院
長
・
後
藤
道
場
長
・
後
藤
助
士

そ
し
て
杜
都
道
院
か
ら
目
黒
副
道
院
長
・柴
田
助

教
の
６
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

鎮
魂
行
か
ら
始
ま
り
、
基
本
練
習
、
各
ラ
ン
ク

別
に
分
か
れ
剛
法
や
柔
法
そ
し
て
運
用
法
等
と

幅
広
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
、
今
後
の
指
導
に
活
か
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 宮
城
教
区
研
修
・達
磨
祭
に
つ
い
て 

 

１１
月
１３
日
（
日
）
午
後
１
時
か
ら
６
時
ま
で

宮
城
教
区
の
研
修
会
開
を
催
致
し
ま
す
。
第
一

部
と
し
て
塩
竈
道
院
を
会
場
に
金
剛
禅
総
本
山

少
林
寺
大
澤
隆
代
表
に
よ
る
「金
剛
禅
の
各
儀
式

の
主
意
」
に
つ
い
て
講
演
を
行
い
ま
す
。
次
に
第
二

部
と
し
て
、
会
場
を
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜

に
会
場
を
移
し
参
加
者
一
同
に
よ
る
懇
親
会
（
交

流
会
）を
開
催
致
し
ま
す
。 

第
一
部
の
講
演
に
つ
い
て
は
、
権
中
導
師
（
現

少
導
師
対
象
）
取
得
の
テ
ー
マ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
少
導
師
の
拳
士
は
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
を
お

願
い
し
ま
す
。
当
日
の
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。 

・会
場
：塩
竈
道
院
・ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
塩
釜 

・内
容
：金
剛
禅
の
各
儀
式
の
主
意 

・日
程
：午
後
１
時
～
３
時
ま
で 

教
区
研
修 

 
 

 
 

 

午
後
３
時
～
３
時
半
ま
で 

達
磨
祭 

 
 

 
 
 
 

午
後
４
時
～
６
時
ま
で 

懇
親
会 

 

福
島
県
郡
山
で
東
北
地
区
達
磨
祭
開
催 

 

１０
月
８
日
（
土
）
福
島
県
の
郡
山
市
で
東
北
地

区
連
合
会
主
催
の
達
磨
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
達
磨
祭
に
は
、
東
北
地
区
の
教
区
長
・
総
代
・

道
院
長
そ
し
て
金
剛
禅
総
本
山
少
林
寺
大
澤
隆

代
表
・宗
由
貴
少
林
寺
拳
法
グ
ル
ー
プ
総
裁
が
参

加
し
厳
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

達
磨
祭
終
了
後
、
関
係
者
も
含
め
た
懇
親
会

も
開
催
さ
れ
、
懐
か
し
い
方
達
と
お
酒
を
酌
み
交

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
は
、
山
形
で
の
開

催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

中
国
古
典 

紹
介 

 

今
月
は
、
「
人 ひ

と

、
一 ひ

と

た
び
し
て
こ
れ
を
能 よ

く
す
れ

少林寺拳法 塩竈道院 

仙台杜都道院 発行 

取材発行責任者 鎌田礼二 

TEL：365-9626  FAX：363-8155 

meil ： shorinji@c-marinet.ne.jp 

第５４号 

２０１６年１０月３０日発行 

東北地区達磨祭で宗由貴総裁と 



ば
、
己

お
の
れ

こ
れ
を
百

ひ
ゃ
く

た
び
す
」を
掲
載
。 

「人
一
能
之
、
己
百
之
」 

他
の
人
間
が
一
回
で
で
き
た
こ
と
を
、
自
分
は

二
回
、
三
回
と
ト
ラ
イ
し
て
も
、
な
か
な
か
達
成

で
き
な
い
。
だ
が
あ
き
ら
め
て
は
い
け
な
い
。
百
回

も
挑
戦
す
れ
ば
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
必
ず
や
り
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
。
「
頑
張
リ
ズ
ム
」

の
す
す
め
で
あ
る
。
『
中
庸

ち
ゅ
う
よ
う

』
は
、
こ
う
語
っ
た
あ

と
で
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。 

「
果 は

た
し
て
こ
の
道
を
能 よ

く
せ
ば
、
愚 ぐ

と
い
え
ど

も
必
ず
明
ら
か
に
、
柔
と
い
え
ど
も
必
ず
強
な

り
」 こ

う
い
う
や
り
方
で
努
力
す
れ
ば
、
ど
ん
な
愚

者
で
も
賢
明
に
な
る
し
、
ど
ん
な
弱
者
で
も
強
者

に
変
身
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
だ
。 

と
か
く
易 や

す

き
に
つ
き
た
が
る
現
代
で
は
、
こ
う
い

う
「
頑
張
リ
ズ
ム
」
は
敬
遠
さ
れ
る
か
も
し
れ
な

い
。 楽

を
し
た
い
と
い
う
気
持
も
わ
か
ら
な
い
で
は

な
い
が
、
し
か
し
、
そ
れ
ば
か
り
願
っ
て
い
た
の
で
は
、

こ
の
短
い
人
生
、
何
も
で
き
な
い
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
だ
ろ
う
。
頑
張
り
所
で
は
、
や
は
り
「
こ
れ
を
百

た
び
す
」の
精
神
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。 

 入
門
拳
士
紹
介 

 

◎
安
藤
翼
拳
士
（あ
ん
ど
う
つ
ば
さ
） 

４
月
に
塩
竈
道
院
に
入
門
し 

 

ま
し
た
。 

塩
竈
市
清
水
沢
に
住
ん
で
お 

り
、
塩
竈
市
立
月
見
ヶ
丘
小
学

校
の
５
年
生
で
す
。
土
曜
日
の
稽

古
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。 

◎
早
川
佳
津
摩
拳
士
（は
や
か
わ
か
ず
ま
） 

 

６
月
に
塩
竈
道
院
に
入
門

し
ま
し
た
。 

 

塩
竈
市
千
賀
の
台
に
住
ん

で
お
り
、
塩
竈
市
立
第
二
小

学
校
の
５
年
生
で
す
。
土
曜

日
の
稽
古
に
時
た
ま
参
加
し

て
い
ま
す
。 

◎
真
方
牽
心
拳
士
（ま
が
た
け
ん
し
ん
） 

 

６
月
に
塩
竈
道
院
に
入
門
し

ま
し
た
。 

 

塩
竈
市
青
葉
ヶ
丘
に
住
ん
で

お
り
、
早
川
拳
士
と
同
じ
塩

竈
市
立
第
二
小
学
校
の
１
年

生
で
す
。 

◎
三
塚
俐
乃
拳
士
（み
つ
づ
か
り
の
） 

 

９
月
に
仙
台
杜
都
道
院
に

入
門
し
ま
し
た
。 

 

仙
台
市
若
林
区
古
城
に
住

ん
で
お
り
、
仙
台
市
立
古
城

小
学
校
の
２
年
生
で
す
。
三
塚

悠
蓮
拳
士
の
妹
で
す
。 

◎
高
橋
和
也
拳
士
（た
か
は
し
か
ず
や
） 

 

９
月
に
塩
竈
道
院
に
入
門
し

ま
し
た
。 

 

松
島
町
字
松
島
町
内
に
住

ん
で
お
り
ま
す
。
少
林
寺
拳

法
だ
け
で
は
な
く
、
合
気
道
も

学
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。 

◎１１月３日（木）午前９時半から午後３時まで 特別稽古＆道院感謝デー（バーベキュー）塩竈道院専有道場 

◎１１月１３日（日）午後１時から６時まで 宮城教区主催、教区研修会（塩竈道院）・懇親会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾊﾟﾚｽ塩釜） 

◎１１月２５日（金）午後６時から 塩竈教区昇級試験及び僧階取得のための勉強会 塩竈道院専有道場 

◎１１月２７日（日）午前９時から午後４時まで 宮城武専 青葉体育館 

今
後
の
予
定 

餅
つ
き
の
様
子 

2013 年 8 月 花山合宿 

今
後
の
予
定 

東北地区達磨祭で大澤代表と 


